
次回

幕末の開国に伴い、窓口となる外国人居留地周辺では攘夷運動による外国人殺傷事件が多発し、

対応が遅れた幕府に対し、英・仏軍隊が横濱居留地に上陸、近辺で居留民保護のパトロールが行

われることになった。維新後、新政府は、英・仏軍隊の撤退を実現するため、神奈川県知事陸奥

宗光等の維新の志士により、イギリス型近代警察「邏卒」が明治

「邏卒」制度は、全国警察の基準として明治

警察規則」の基本となり、現在も「交番拠点のパトロールによる地域住民の保護」として活き続

けている。なお、維新後設置された築地居留地は、幕府以来の外国人保護専門の「別手組」（後に

「邏卒」）が護衛し、偽官軍強盗等により治安の乱れた東京府内では最も安全な場所でもあった。
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日時：

場所：聖路加臨床学術センター

講師：

        

参加費

講演会終了後、講師を囲んでの茶話会を行い

会場：聖路加国際大学

元年４月当時の横浜外国人居留地の

ご案内                

「外国人居留地と近代警察」

～維新の志士たちによる近代警察の創設～
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：平成 28

：聖路加臨床学術センター

講師：鈴木康夫

        

参加費：無料 

を囲んでの茶話会を行い

聖路加国際大学６０１号室

元年４月当時の横浜外国人居留地の

                

「外国人居留地と近代警察」

～維新の志士たちによる近代警察の創設～

幕末の開国に伴い、窓口となる外国人居留地周辺では攘夷運動による外国人殺傷事件が多発し、

対応が遅れた幕府に対し、英・仏軍隊が横濱居留地に上陸、近辺で居留民保護のパトロールが行
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宗光等の維新の志士により、イギリス型近代警察「邏卒」が明治

「邏卒」制度は、全国警察の基準として明治 8 年から昭和

警察規則」の基本となり、現在も「交番拠点のパトロールによる地域住民の保護」として活き続

いる。なお、維新後設置された築地居留地は、幕府以来の外国人保護専門の「別手組」（後に

「邏卒」）が護衛し、偽官軍強盗等により治安の乱れた東京府内では最も安全な場所でもあった。

28 年 11 月 26

：聖路加臨床学術センター

鈴木康夫 横浜外国人居留地研究会会員

        警察政策学会員（警察史部会）

 

を囲んでの茶話会を行い

６０１号室  

元年４月当時の横浜外国人居留地の関門

 

主催：ＮＰＯ法人築地居留地研究会
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年から昭和 22

警察規則」の基本となり、現在も「交番拠点のパトロールによる地域住民の保護」として活き続

いる。なお、維新後設置された築地居留地は、幕府以来の外国人保護専門の「別手組」（後に

「邏卒」）が護衛し、偽官軍強盗等により治安の乱れた東京府内では最も安全な場所でもあった。

26 日（土）

：聖路加臨床学術センター3303

横浜外国人居留地研究会会員

警察政策学会員（警察史部会）

を囲んでの茶話会を行います。 

  連絡先 

主催：ＮＰＯ法人築地居留地研究会

                

「外国人居留地と近代警察」 

～維新の志士たちによる近代警察の創設～ 

幕末の開国に伴い、窓口となる外国人居留地周辺では攘夷運動による外国人殺傷事件が多発し、

対応が遅れた幕府に対し、英・仏軍隊が横濱居留地に上陸、近辺で居留民保護のパトロールが行

われることになった。維新後、新政府は、英・仏軍隊の撤退を実現するため、神奈川県知事陸奥

宗光等の維新の志士により、イギリス型近代警察「邏卒」が明治 4 年に創設される。

22 年までの日本警察の基本法「行政

警察規則」の基本となり、現在も「交番拠点のパトロールによる地域住民の保護」として活き続

いる。なお、維新後設置された築地居留地は、幕府以来の外国人保護専門の「別手組」（後に

「邏卒」）が護衛し、偽官軍強盗等により治安の乱れた東京府内では最も安全な場所でもあった。

日（土）14：00~16

3303 号室 中央区築地３－６

横浜外国人居留地研究会会員

警察政策学会員（警察史部会）

 茶話会参加費：

 ０３－３５５１－７５９５

主催：ＮＰＯ法人築地居留地研究会

                 

 

幕末の開国に伴い、窓口となる外国人居留地周辺では攘夷運動による外国人殺傷事件が多発し、

対応が遅れた幕府に対し、英・仏軍隊が横濱居留地に上陸、近辺で居留民保護のパトロールが行

われることになった。維新後、新政府は、英・仏軍隊の撤退を実現するため、神奈川県知事陸奥

年に創設される。

年までの日本警察の基本法「行政

警察規則」の基本となり、現在も「交番拠点のパトロールによる地域住民の保護」として活き続

いる。なお、維新後設置された築地居留地は、幕府以来の外国人保護専門の「別手組」（後に

「邏卒」）が護衛し、偽官軍強盗等により治安の乱れた東京府内では最も安全な場所でもあった。

16：00  

中央区築地３－６

横浜外国人居留地研究会会員、 

警察政策学会員（警察史部会） 

参加費：￥5

０３－３５５１－７５９５

主催：ＮＰＯ法人築地居留地研究会  

幕末の開国に伴い、窓口となる外国人居留地周辺では攘夷運動による外国人殺傷事件が多発し、
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われることになった。維新後、新政府は、英・仏軍隊の撤退を実現するため、神奈川県知事陸奥

年に創設される。 

年までの日本警察の基本法「行政

警察規則」の基本となり、現在も「交番拠点のパトロールによる地域住民の保護」として活き続

いる。なお、維新後設置された築地居留地は、幕府以来の外国人保護専門の「別手組」（後に

「邏卒」）が護衛し、偽官軍強盗等により治安の乱れた東京府内では最も安全な場所でもあった。

中央区築地３－６ 

500  

０３－３５５１－７５９５ 
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